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前年実績値との差異及び剰余金の配当並びに 

特別損失の計上に関するお知らせ 

 

 

2023年２月期（2022年３月１日～2023年２月 28日）において、通期業績と前期実績との間に

差異が生じましたとともに、以下の通り特別損失を計上いたしました。また、これに伴い剰余金

の配当を行わないこととさせていただくことになりましたので、お知らせいたします。 

 

 

記 

 

 

１.  前年実績値との差異について 

（１）当期の連結業績と前期実績の差異（2022年３月１日～2023年２月 28日） 

 連結売上高 
連結営業利

益 

連結経常利

益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

１株当たり

連結当期純

利益 

前期連結実績（Ａ） 5,199 △410 △99 △448 △74.68 

当期連結実績（Ｂ） 6,041 △6 14 △61 △10.21 

増減額（Ｂ－Ａ） 841 403 114 387 － 

増減率（％） 16.2 － － － － 

 

（２）差異の理由 

   エネルギー資源や原材料価格の高騰等により経費が増加したものの、新型コロナウィルス

感染症の影響によるまん延防止重点措置の解除以降、企業活動及び個人消費が緩やかに持ち

直してきたのに伴い売上は回復基調となり、上記の通り前期実績との差異が発生いたしまし

た。 

   なお、本日付で公表いたしました「2023 年２月期決算短信［日本基準］（連結）」に反映し

ております。 



２. 特別損失（固定資産の減損損失）の計上について 

      当社は、閉店した店舗、収益性の低下が見られた店舗、また本社背面に属する遊休資産に

ついて、「固定資産の減損に係る会計基準」に基づく回収可能性や今後の利用見込み等を検討

した結果、減損損失として第４四半期で61百万円を特別損失に計上することといたしました。 

 

３. 剰余金の配当について 

   当社は、株主への利益還元を経営上の重要政策のひとつとして位置づけ、安定した配当の

維持を基本方針としております。 

   しかしながら、上記の通り厳しい業績となったことから、誠に遺憾ではございますが、2023

年２月 28日を基準とする剰余金の配当については、行わないこととさせていただくことにい

たしました。 

 

 
決定額 

直近の配当予想 

（2023 年１月５日公表） 

前年実績 

（2022年２月期） 

基 準 日 2023年２月 28日 同左 2022年２月 28日 

１株当たり配当金 0.00 未定 0.00 

配 当 金 の 総 額 － － － 

効 力 発 生 日 － － － 

配 当 原 資 － － － 

 

 

以上 


